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平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日(

土)

、

桶
川
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第

二
十
七
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
続
き
、
子
育
て
と
人
権
教

育
研
究
室
の
室
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
、
関
根
ト
ミ
子
先
生
に
よ
る
講
演
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
市
内
の
小
・

中
学
生
が
真
摯
に
書
き
上
げ
た
「
私
た
ち

の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
「
家
庭

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
作
品
の
朗
読
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
の
子
育
て
や
生
き
方
を
改
め
て
振

り
返
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
講
演
と
、

子
供
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
感
じ
る
朗
読

を
聞
き
、充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。（
吉
）

　

「
自
分
の
子
供
が
世
界
で
一
番
だ
と
思

う
こ
と
、
そ
れ
は
子
育
て
の
原
点
で
す
。

今
日
の
講
演
で
伝
え
た
い
こ
と
は
、
①
親

子
の
き
ず
な
、
②
子
育
て
と
は
？
、
③
た

く
ま
し
い
子
に
育
て
る
に
は
？
の
三
点
で

す
。
」―

関
根
先
生
自
身
も
四
人
の
お
子

さ
ん
の
母
で
あ
り
、
保
護
司
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
す
る
中
で
失
敗
し
た
経
験
や

子
供
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
、
多
く
の
事
例
を
あ
げ
て
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

親
が
子
供
を
思
う
以
上
に
、
子
供
は
親

の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
、
子
供
に
と
っ
て

親
は
最
高
の
存
在
で
す
。
小
さ
な
子
が
一

番
言
う
の
は
「
抱
っ
こ
し
て
！
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
か
ま
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
表
れ
で
す
が
、
こ
れ
は
一
番

信
頼
し
て
い
る
人
に
甘
え
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
『
甘
え
る
』
こ
と
が
心
の

育
成
に
つ
な
が
り
、
人
と
し
て
大
切
で
あ

る
、
と
先
生
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
、
子
育
て
と
は
自
立
さ

せ
る
こ
と
だ
と
考
え
、
人
と
し
て
正
し
い

判
断
が
で
き
る
こ
と
、
責
任
あ
る
行
動
が

と
れ
る
こ
と
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
と
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
で

は
、
ど
う
し
た
ら
『
た
く
ま
し
い
力
』
が

培
わ
れ
る
か
？
そ
れ
は
自
分
を
愛
し
て
く

れ
る
人
、
自
分
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
、

自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
人
、
自
分
を
必
要

と
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
つ
ま
り
『
愛

さ
れ
感
』
で
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ

そ
う
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
経
験
や
体

子育てと人権教育研究室  室長 関根トミ子さん

子どもたちの健全育成のための
大人の役割とあり方

子どもたちの健全育成のための
大人の役割とあり方

〜 たくましく生きる力を
　　　　　　培ってあげるために 〜

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

第
二
十
七
回

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

第
二
十
七
回

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

験
が
と
て
も
大
切
で
、
や
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
経
験
を
も
つ
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
ハ
ー
ド
ル
を
こ
え
ら
れ
る
力
に
な
る
、

つ
ま
り
は
こ
れ
も
た
く
ま
し
い
力
を
育
む

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
子
に
は
、
自
分
の
意
見
を
言
え
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
に
、
親
の

気
に
入
ら
な
い
こ
と
を
す
る
と
反
抗
だ
と

い
う
、
こ
れ
は
上
か
ら
の
目
線
で
す
。

「
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
思
い
（
自
我
）

は
二
歳
の
子
で
も
持
っ
て
い
る
。
ど
う
し

た
い
の
か
ま
ず
聞
く
こ
と
、
一
度
受
け
止

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
子
供
の
言
う

通
り
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
等

に
話
し
合
え
ば
よ
い
と
い
う
お
話
に
、
な

る
ほ
ど
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
「
子
供
の

幸
せ
は
子
供
の
中
に
あ
り
、
子
供
が
一
番

う
れ
し
い
の
は
家
族
の
笑
顔
で
す
。
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
関
根
先
生
が
出
会
っ
た

多
く
の
子
供
た
ち
に
共
通
し
て
い
え
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
講
演
会
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
、
参
加
者
も
み
な
笑
顔
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

  

（
西
）

市民大会にて講演会が行われました市民大会にて講演会が行われました

　

中
学
校
の
教
諭
と
し
て
勤
め
、
結
婚
を

機
に
退
職
。
そ
の
後
四
人
の
子
育
て
を
し

な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
活
動
に
力
を
入

れ
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成

審
議
会
委
員
、保
護
司
等
多
数
を
歴
任
し
、

現
在
子
育
て
と
人
権
教
育
研
究
室
室
長
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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桶川市青少年健全育成市民会議年間事業桶川市青少年健全育成市民会議年間事業

　

五
月
十
一
日
（
日
）
、
駅
西
口
公
園
と

桶
川
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
お
け
が
わ
春
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
と
構
成
団

体
の
皆
様
と
会
議
を
重
ね
て
き
た
こ
の
お

祭
り
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
五
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
年
も
か
き
氷
が
完
売
す
る
ほ
ど
、
強

い
日
差
し
の
蒸
暑
い
夏
日
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
ホ
ー
ル
で
は
、
市
内
の
各
中
学
校
と

高
校
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
万
五
千
人
以
上
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
一
日
中
大
盛
況

で
し
た
。

　

毎
年
、
進
化
し
続
け
る
春
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
。
次
回
、
ま
た
多
く
の
皆
様
に

お
会
い
で
き
ま
す
よ
う
に
∞
（
渋
）

お
け
が
わ
春
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

お
け
が
わ
春
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
会
議
総
会

非行防止街頭キャンペーン非行防止街頭キャンペーン

市民まつり
非行防止キャンペーン
市民まつり
非行防止キャンペーン
　11月3日（月）、さわやかな秋空の下、市
民まつりが開催されました。当市民会議構
成団体及び関係者方々によって今年も桶川
小学校、中山道におい
て市民の皆様に風船や
リーフレットを配りな
がら青少年の非行防止
を訴えました。（河）

　7月9日（水）、午後６時から７時まで桶
川駅周辺で、非行防止街頭キャンペーンが
行われました。激しい
雨が降る中でしたが、
たくさんの構成団体が
集まり、盛大に開催さ
れました。

この広報誌はなぜ

　広報『ひまわり』は、平成４
年発行の第４号で命名されました。
（以前は『青少年健全育成市民会議』）
　青少年がいつも太陽に向かい、
明るい笑顔で明日をめざし、限
りなく前進を
続けるように
……との願い
がこめられて
います。

「ひまわり」「ひまわり」
っていうの…？

　

五
月
十
七
日
（
土
）
、
桶
川
東
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
二
十
六
年
度
桶
川
市
青

少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
「
少
年
非
行
の
現
状
と
豊

か
な
心
を
育
む
生
活
」
と
題
し
て
、
保
護
司
・

古
武
道
長
谷
川
流
和
術　

第
十
七
代
宗
家
桑

原　

巡
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
の
中
で
は
、
江
戸
時
代
の
罪
の
重

さ
や
、
今
の
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
、

家
族
の
在
り
方
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
小
）
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コンクール入選者が表彰されましたコンクール入選者が表彰されました

　市民大会当日の市民会議表彰では、

青少年の育成に顕著な功績のあった

個人や団体に「青少年育成功労賞」

が表彰されました。また、市内小・

中学校の児童・生徒が夏休みに取り

組んだ「私たちの主張」作文コンクー

ルでは351点の、「家庭の日」ポス

ターコンクールでは238点の応募が

あり、それぞれ12点の入賞者の表彰

も行われました。表彰された皆さん

や作品を紹介します。（敬称略）

●
個
人
の
部　
　
　
　
　

桶
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
伊

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
埼
玉
県
第
47
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
良
　
真
希

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
桶
川
第
１
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
耕
太
郎

桶
川
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
谷
　
博
恵

桶
川
合
氣
道
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栁
　
　
光
雄

桶
川
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森
　
敏
博

日
出
谷
ス
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
雅
雄

川
田
谷
ベ
ア
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
保
　
利
明

桶
川
剣
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
實
　
義
明

●
団
体
の
部

桶
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
家
族
っ
て
い
い
ね
！

桶
川
小
学
校
五
年
　
吉
田
　
陽
菜

み
ん
な
笑
顔日出

谷
小
学
校
五
年
　
桑
原
　
嘉
悠

み
ん
な
で
楽
し
い
ご
飯
作
り

桶
川
東
小
学
校
六
年
　
松
本
　
　
洸

帰
り
道

桶
川
東
中
学
校
二
年
　
武
井
　
理
央

家
庭
の
日

加
納
中
学
校
二
年
　
岩
﨑
　
結
衣

家
族
団
ら
ん桶川

東
中
学
校
三
年
　
舟
木
　
優
香

毎
日
会
え
た
ら
う
れ
し
い
な

桶
川
東
小
学
校
五
年
　
岡
野
　
眞
広

家
族
の
絆

桶
川
小
学
校
六
年
　
齋
藤
　
　
錬

み
ん
な
で
食
べ
た
ス
イ
カ

桶
川
小
学
校
六
年
　
佐
藤
　
　
史

家
庭
の
日

加
納
中
学
校
一
年
　
渡
邊
　
珠
由

夕
ぐ
れ

桶
川
東
中
学
校
一
年
　
末
廣
　
り
さ

夕
日
に
照
ら
さ
れ
る
後
ろ
姿

桶
川
東
中
学
校
一
年
　
横
村
　
翔
真

bb

bb R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

RRRRRRRRRR

RRRRRRRRRR

優 

秀 

賞

優 

良 

賞

　

十
一
月
十
八
日（
火
）、
平
成
二
十
六
年
度
青

少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
の
構
成
団

体
で
あ
る
桶
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞
（
団
体
）
を
受
賞
し
、

県
民
会
議
会
長
で
あ
る
上
田
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
写
真
は
同
少
年
団
会
長
代

行
の
手
塚
良
さ
ん
で
す
。

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

青少年育成功労賞表彰

「家庭の日」ポスターコンクール 入選者
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桶川市青少年健全育成市民大会

青少年育成功労賞、作文・ポスター 青少年育成功労賞、作文・ポスター 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

加
納
小
学
校
六
年
　
池
野
谷
梨
香

お
祭
の
後
は…桶

川
小
学
校
四
年
　
倉
持
　
　
結

ち
ゅ
う
車
場
に
注
意
し
て

日
出
谷
小
学
校
五
年
　
浪
江
　
優
衣

平
和
へ
の
主
張

桶
川
西
中
学
校
三
年
　
小
髙
　
諒
子

将
来
の
夢桶

川
西
中
学
校
二
年
　
石
川
　
寛
己

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

加
納
中
学
校
二
年
　
岩
﨑
　
結
衣

わ
た
し
た
ち
が
不
自
由
な
人
の
た
め
に

で
き
る
こ
と桶川

東
小
学
校
五
年
　
並
木
舞
也
乃

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

加
納
小
学
校
四
年
　
加
藤
　
彩
美

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

桶
川
西
小
学
校
五
年
　
大
畔
　
若
菜

新
し
い
夢
を
与
え
て
く
れ
た
場
所

加
納
中
学
校
三
年
　
田
頭
　
　
舞

ル
ー
ル
を
守
る

桶
川
東
中
学
校
一
年
　
鹿
野
な
つ
美

ど
ん
な
に
大
変
で
も

桶
川
西
中
学
校
一
年
　
池
嶋
　
彩
歌

優 

秀 

賞

優 

良 

賞

X

X

X

X

講  評

「家庭の日」
加納中学校 2年　岩﨑　結衣

「家族団らん」
桶川東中学校 3年　舟木　優香

「みんなで楽しいご飯作り」
桶川東小学校 6年　松本　　洸

「帰り道」
桶川東中学校 2年　武井　理央

「家族っていいね！」
桶川小学校 5年　吉田　陽菜

「みんな笑顔」
日比谷小学校 5年　桑原　嘉悠

「私たちの主張」作文コンクール入選者

優 秀 賞 作 品 UU

「家庭の日」ポスターコンクール

 作文については、環境、平和、まわりの人への感
謝、相手を思いやる心に関することなど、自らの身
近な体験をもとに、社会に広く目を向けた作文が多
かったです。自分に出来ることが何なのかをしっか
りと考えており、とても心強く感じました。
 ポスターについては、丁寧に描かれ、色づかいも
明るく、表情豊かな作品が多いことが印象的でし
た。何を伝えたいのか、しっかりとしたテーマを持
って描かれた作品も多かったです。（小）



　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
（
土
）
、
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
加
納
地
区
「
親

子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
六

十
四
名
の
参
加
者
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
坂
田
氷
川
神
社
へ
。
す
る
と

そ
こ
に
は
桶
川
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
」
が
待
っ
て
い
て
、

一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
後
谷
公
園
、
後
谷
調
整
池
、

加
納
小
学
校
で
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、

最
終
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
坂

田
弁
天
公
園
で
答
え
合
わ
せ
を
し
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過

す
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
寒
く
感
じ

た
の
で
す
が
、
歩
い
て
い
れ
ば
汗
ば

む
ほ
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
田
畑
を

抜
け
、
圏
央
道
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
約

九
キ
ロ
の
道
の
り
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん

な
思
い
で
歩
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

最
後
ま
で
自
分
の
足
で
歩
き
切
っ
た

み
な
さ
ん
の
顔
は
、
な
ん
だ
か
誇
ら

し
げ
に
見
え
ま
し
た
。
（
西
）

　

そ
の
二
週
間
後
の
十
月
二
十
五
日

（
土
）に
は
、
川
田
谷
地
区
の
ふ
れ
あ

い
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
八
十
七
名

の
参
加
者
が
農
業
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

り
ま
し
た
。
午
前
八
時
五
十
五
分
に

ス
タ
ー
ト
し
、
柚
子
や
畑
の
作
物
な

ど
を
観
察
し
つ
つ
、
八
幡
神
社
を
目

指
し
ま
す
。
八
幡
神
社
で
は
地
域
の

方
か
ら
神
社
の
由
来
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
暑
さ

も
ピ
ー
ク
に
な
り
、
皆
さ
ん
暑
さ
と

疲
れ
と
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
三

田
原
で
は
記
念
撮
影
を
行
い
、
泉
福

寺
で
は
ク
イ
ズ
に
答
え
、
青
空
の
中

向
こ
う
岸
の
飛
行
機
を
見
な
が
ら
土

手
の
上
を
歩
き
ま
す
。
富
士
見
ホ
タ

ル
親
水
公
園
で
ク
イ
ズ
の
答
え
合
わ

せ
を
行
い
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
り

ゴ
ー
ル
に
向
か
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地

点
で
は
、
子
ど
も
会
の
人
た
ち
が
作

っ
て
く
れ
た
お
い
し
い
豚
汁
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。

　

加
納
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
、
青
少

年
相
談
員
さ
ん
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
小
）

★
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
や
市
民
ま
つ
り
、
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
こ
と
ご
と
く
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
心

が
け
の
良
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。（
新
）

★
今
回
初
め
て
『
ひ
ま
わ
り
』
の
編
集
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
続
け
て
行
く
こ

と
が
私
達
に
出
来
る
第
一
歩

（*^_^*）
（
小
）

★
先
日
、
末
娘
が
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
感
慨
深
い
今
日
こ
の
頃
。
三
人
の
子

育
て
を
通
し
、
子
供
を
ひ
と
り
の
人
と
し

て
尊
重
し
、
支
配
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。（
吉
）

★
子
供
を
守
る―

そ
れ
は
足
元
の
石
こ
ろ

を
ど
け
て
転
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

は
な
い
。
転
ぶ
経
験
の
ほ
う
が
何
よ
り
大

切
だ
と
思
う
。（
西
）

★
虐
待
が
報
道
さ
れ
る
度
に
、
そ
れ
を
知

っ
て
い
た
近
隣
住
民
の
な
ん
と
多
い
こ
と

か
。
知
っ
て
い
る
人
が
こ
ん
な
に
い
る
の

に
、
虐
待
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。（
江
）

★
子
供
が
成
長
し
、
戦
車
が
格
好
い
い
、

銃
を
持
っ
て
み
た
い
と
言
わ
れ
た
時
は
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
の
一
発
で
人
の
一
生

が
終
わ
る
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
格

好
い
い
。
そ
ん
な
矛
盾
の
中
、
平
和
の
あ

り
が
た
さ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
不
安
に

な
る
。（
対
）

★
人
は
心
配
す
る
か
ら
迷
い
、
迷
う
か
ら

心
配
す
る
の
繰
り
返
し
で
す
。
ま
ず
は
、

相
手
の
言
う
こ
と
を
素
直
に
受
け
入
れ
、

信
じ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。（
渋
）

★
幼
い
子
供
た
ち
の
自
殺
、
連
れ
去
り
、

自
然
災
害
な
ど
で
大
切
な
命
が
簡
単
に
失

わ
れ
て
い
て
、
悲
し
い
で
す
ね
。
未
来
あ

る
子
供
た
ち
に
は
希
望
と
自
信
を
持
っ
て

欲
し
い
し
、
そ
れ
を
支
え
ら
れ
る
大
人
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
河
）

6
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子
供
た
ち
に
将
来
へ
の
夢
や
目
標
を
持

た
せ
て
健
全
に
育
て
上
げ
る
こ
と
は
、
大

人
た
ち
の
責
務
で
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で
は
、
本

誌
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
健
や
か
な
子
供
た
ち
の
育
成
に

向
け
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
家
庭
で
の
し
つ
け
」
や
「
地
域
社
会

で
の
安
全
」
、
「
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
の

悪
影
響
」
な
ど
、
私
た
ち
が
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
家
庭
と
地
域
、
そ
し
て

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
推
進
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
地
域
社
会
そ
し
て
我
が

国
の
希
望
で
あ
り
、
宝
で
す
。
多
く
の
皆

様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。（
新
）
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